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胃癌症例 290例中， Sox2陽性例 159例(55%)，Oct4陽性例 129例(44%)，Nanog陽性例 28例(10%)
であった．Sox2 陽性例および Oct3/4陰性例では，T 因子（p＜0.001）および N 因子（p=0.004），ly
因子（p<0.001）と有意に関連性が認められた．根治切除を受けた 253例において，Sox2陽性例の予
後は Sox2 陰性例に比し，有意（p<0.01；log-rank test）に不良であった．また，Oct3/4 陰性例の














 その結果，Sox2 陽性は 159 例(55%)，Oct3/4 陽性は 129 例(44%)，Nanog 陽性は 28 例(10%)であっ
た．Sox2陽性症例および Oct3/4陰性症例は，浸潤度(T因子；p＜0.01），リンパ節転移(N因子；p<0.01），







 本論文は，胃癌において多能性維持因子である Sox2および Oct3/4発現の意義を明らかにしたもの
であり，胃癌の増殖進展機序解明に寄与するものと考えられる．よって，本研究は博士(医学)の学位
を授与されるに値するものと判定された． 
